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本格的な海里時代を迎えた現在, 食用水産物の安定的
供給という意味で, 国内生産力の強化に努めることがますま













ている｡１) 本種は, 各地の浅海域で, 底生魚介類群集におけ
る優占種となっており,２～５) その生物量の大きさからして,
同水域に生息する他の生物に与えている影響は特に大きいと考


















































































果を４つの個体群間 (東京湾, 大阪湾, 新潟県沿岸域, 有明
海) で比較した｡

調査は東京湾, 大阪湾, 新潟県沿岸域, 有明海中央部 (島










個体, 雌：個体), 大阪湾の	個体 (雄：個体,
雌：
	個体), 新潟県沿岸域の個体 (雄：個体, 雌：




空胃率 () と, 摂餌強度を表す指標
として胃内容物重量指数 () を, それ
ぞれ以下の式により求めた｡
空胃率 () ＝ (空胃個体数÷全個体数) ×		
胃内容物重量指数 () ＝ (胃内容物重量÷体重) ×		
次に, 空胃個体以外の個体を用いて, 餌項目ごとに, 平均




出現頻度 (％) ＝ (ある餌項目を摂餌していた個体数
÷全個体数) ×		











のみ用いた｡ また, 東京湾個体群の空胃率, 胃内容物重量指










た｡ 各個体群の空胃率の経月変化を, ２に示した｡ 東京
湾の個体群では, 雌雄ともに同じような傾向がみられ, 夏季
に比較的高い値を示した｡ ピークは, 雌雄ともに月にみら




















































尾類以外では, 端脚類, 異尾類, アミ類, そして甲殻類以外
では魚類がみられた｡ 有明海の個体群も他の個体群同様, 甲
殻類を高い割合で捕食していたがその多くをアミ類や端脚類


































































































































いと考えられる｡ また, 大阪湾の雄は, 年間を通して低い
値を示していたのに対し, 産卵期に非常に高い値を示してお
り, これは, 口内保育の際に行われる卵食に大きく依存して



























ていない｡ 他種との競合を含め, 何故, 本種のみがエビジャ
コをこれだけ高い割合で餌として利用できているのか, 現段




































のエネルギーを得ている｡ とはいえ, やはり, 口内保育の負
荷は依然として大きいと考えられる｡ 口内保育を行うことに
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